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議
長
に
佐
藤
剛
史
さ
ん

（
仲
宿
分
会
）
、
塚
本
義
孝

さ
ん
（
徳
丸
分
会
）
を
選
出

し
、
議
事
を
進
め
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
成
瀬
執
行
委
員

長
が
「
自
分
の
仕
事
の
価
値

を
再
認
識
し
て
、
活
発
な
発

言
を
期
待
し
た
い
」
と
、
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
基

調
報
告
と
、
決
算
報
告
・
会

計
監
査
報
告
の
提
案
・
承
認
、

予
算
案
の
提
案
、
大
会
表
彰

を
行
い
、
7
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
課
題
ご
と
に
議
論

し
ま
し
た
。

再
び
全
体
会
で
、
分
科
会

報
告
の
後
、
基
調
報
告
・
予

算
案
の
討
論
を
行
い
、
満
場

の
拍
手
で
採
択
し
ま
し
た
。

平
塚
書
記
次
長
は
「
積
極

的
な
意
見
で
、
議
論
が
深
ま

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ン

攻
撃
で
石
油
製
品
が
ス
ト
ッ

プ
し
、
私
た
ち
の
仕
事
に
大

変
な
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。

組
合
員
の
声
を
聞
き
取
り
、

都
や
国
へ
対
策
を
打
つ
よ
う

求
め
た
い
。
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
、
運
動
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
、
要

求
を
広
げ
て
い
こ
う
」
と
、

討
論
を
ま
と
め
ま
し
た
。

新
役
員
選
出
、
大
会
宣
言

・
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
、支

部
制
定
歌
合
唱
と
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
イ
ラ
ン
へ
の
軍
事
攻

撃
で
、
石
油
類
の
輸
入
が
停

止
し
、
住
宅

の
断
熱
材
・

配
管
・
塗
料

と
い
っ
た
建

材
や
関
連
製

品
を
直
撃
し

て
い
ま
す
。

今
月
の
群
会
議
に
お
い
て

仲
間
か
ら
実
情
を
聞
き
取
り

ま
す
。
聞
き
取
っ
た
内
容
を

板
橋
区
や
都
・
国
に
対
し
て

対
策
を
求
め
る
要
請
に
活
用

し
ま
す
。
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
の
断
熱
材
・
配
管
・

塗
料
と
い
っ
た
建
材
や
関
連

製
品
の
多
く
は
、
石
油
を
精

製
す
る
過
程
で
得
ら
れ
る

「
ナ
フ
サ
」
を
原
料
と
し
、

そ
の
「
ナ
フ
サ
」
の
供
給
不

安
を
受
け
、
各
メ
ー
カ
ー
は

建
材
の
値
上
げ
や
出
荷
制
限

を
続
々
と
発
表
し
て
い
ま

す
。建

築
塗
料
メ
ー
カ
ー
は
、

4
月
23
日
付
で
顧
客
に
塗
料

の
希
釈
剤
な
ど
に
使
わ
れ
る

シ
ン
ナ
ー
製
品
全
般
を
30
〜

80
％
値
上
げ
す
る
と
通
達

し
、
平
時
の
数
量
を
超
え
る

注
文
を
控
え

る
こ
と
も
要

請
。補

修
剤
や

床
材
の
メ
ー

カ
ー
も
、
販

売
数
量
の
制
限
を
始
め
る
な

ど
、
私
た
ち
の
仕
事
に
直
撃

す
る
事
態
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

4
月
5
日
板
橋
区
立
文
化
会
館
に
て
、
板
橋
支
部
第
70
回
定
期
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
代
議
員
94
名
、
特
別
代
議
員
13
名
、
役
員
40
名
、
来
賓
24
名
が
参
加
し

て
、
一
年
間
の
運
動
の
総
括
と
次
年
度
の
方
針
を
議
論
し
ま
し
た
。

4
〜
5
月
は
、
組
合
員
を

増
や
す
「
春
の
拡
大
月
間
」

を
取
組
み
ま
す
。
知
人
や
現

場
で
知
り
合
っ
た
人
に
「
組

合
へ
入
ろ
う
」
と
呼
び
か
け

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

組
合
運
動
は
何
と
言
っ
て

も
「
数
は
力
」
。
私
た
ち
の

要
求
実
現
が
近
づ
き
ま
す
。

春
の
時
期
は
、
新
入
社
員

が
多
い
だ
け
で
な
く
、
労
災

や
資
格
な
ど
が
現
場
で
改
め

て
確
認
を
求
め
ら
れ
て
、
組

合
へ
の
問
合
せ
が
相
次
ぎ
ま

す
。組

合
が
こ
う
し
た
業
務
を

幅
広
く
行
っ
て
い
て
、
し
か

も
、
親
身
に
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
る
こ
と
が
、
魅
力
と
な

っ
て
い
ま
す
。

4
月
26
日
、
日
曜
日
に
行

う
「
タ
テ
カ
ン
行
動
」
で
は

立
て
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
、

目
に
と
ま
る
宣
伝
で
、
街
の

雰
囲
気
作
り
を
各
分
会
で
進

め
ま
す
。

6月19日（金）19時～、板橋支部会
館にて。
熱中症はいい加減な知識では防げま

せん。正しい知識を学んで予防できる、
オススメ講習です。
現場で受講が求められる法定教育

で、受講料4千円、証明写真が必要で
す。申込期限6月1日。

民
主
ク
ラ
ブ

区
議
会
議
員

五
十
嵐

や
す
子

〃

お
ば
た

健
太
郎

日
本
共
産
党

都
議
会
議
員

竹
内

愛

区
議
会
議
員

小
林

お
と
み

〃

い
わ
い

桐
子

〃

荒
川

な
お

〃

山
内

え
り

〃

石
川

す
み
え

〃

小
柳

し
げ
る

地
区
委
員
会

山
田

ひ
で
き

〃

横
手

カ
イ
ト

東
京
土
建
本
部

常
任
中
執

上
原

誠

書
記

国
武

貴
彦

東
京
土
建
練
馬
支
部

副
執
行
委
員
長

赤
松

雄
太

板
橋
区
労
働
組
合
連
合
会

副
議
長

高
野

毅

板
橋
区
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

矢
口

美
誇
子

板
橋
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長

山
本

清
志

事
務
局
長

金
崎

文
子

新
日
本
婦
人
の
会
板
橋
支
部

支
部
長

佐
藤

朗
子

城
北
法
律
事
務
所

弁
護
士

平
松

真
二
郎

中
央
労
働
金
庫
板
橋
支
店

支
店
長

宮
下

俊
之

こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

西
北
部
支
所

石
田

由
貴
子

前
進
座俳

優

渡
会

元
之

青
年
劇
場

俳
優

船
津

基

5
月
1
日
（
金
）
10
時
式

典
開
始
、
代
々
木
公
園
サ
ッ

カ
ー
場
に
て
。

【
参
加
】
分
会
5
％

「
働
く
も
の
の
団
結
で
生

活
と
権
利
を
守
り
、
平
和
と

民
主
主
義
、
中
立
の
日
本
を

め
ざ
そ
う
！
」
を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
97
回
メ
ー

デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
労

働
法
制
の
改
悪
を
許
さ
ず
、

働
き
や
す
い
社
会
を
め
ざ
す

大
き
な
世
論
を
形
成
す
る
重

要
な
運
動
と
し
て
位
置
付

け
、
メ
ー
デ
ー
成
功
に
む
け

て
と
り
く
み
ま
す
。

群
長
学
校

4
月
23
日
（
木
）
午
後
7

時
30
分
〜
、
グ
リ
ー
ン
ホ
ー

ル

1
階
ホ
ー
ル
に
て
。

【
参
加
対
象
】
群
長
・
群
会

計
、
分
会
役
員
・
専
門
部
長
、

支
部
役
員
、女
性
の
会
役
員
、

青
年
部
、
イ
キ
イ
キ
会

【
内
容
】
「
労
働
組
合
は
な

ぜ
必
要
か
？
東
京
土
建
の
歴

史
か
ら
学
ぶ
」
（
講
師
、
東

京
地
評
・
井
澤
事
務
局
長
）

沖
縄
の
辺

野
古
沖
で
米

軍
基
地
建
設

の
埋
立
て
工

事
を
海
上
か

ら
見
学
す
る

修
学
旅
行
生

を
乗
せ
た
ボ
ー
ト
が
転
覆
し

て
死
亡
す
る
、
痛
ま
し
い
事

故
が
起
き
た
▼
そ
の
晩
の
夢

に
、
昔
の
話
が
出
て
き
た
。

雪
国
の
建
設
会
社
で
は
冬
場

の
就
労
対
策
で
、
海
の
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
作
り
が
あ
る
。
雪

で
濡
れ
凍
え
た
手
で
は
、
結

束
線
の
ハ
ッ
カ
ー
も
回
せ
な

い
。
焚
火
に
当
た
り
な
が
ら

親
方
の
話
を
聞
い
た
▼
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
を
海
岸
に
置
く

と
、波
が
持
ち
上
げ
ら
れ
て
、

海
面
上
の
部
分
に
ぶ
つ
か

り
、
波
し
ぶ
き
が
岸
か
ら
離

れ
た
遠
く
に
ま
で
か
か
る
よ

う
に
な
る
。
や
た
ら
と
海
に

並
べ
て
も
良
い
も
の
で
は
な

い
…
。
親
方
も
矛
盾
を
感
じ

る
仕
事
だ
っ
た
よ
う
だ
▼
今

回
の
転
覆
事
故
の
波
は
珊
瑚

礁
の
影
響
な
の
か
、
工
事
の

影
響
な
の
か
、
今
後
の
事
故

調
査
の
結
果
を
待
ち
た
い
▼

事
故
調
査
は
再
発
防
止
の
た

め
に
あ
る
が
、
犯
人
さ
が
し

の
捜
査
に
も
使
わ
れ
る
と
、

航
空
機
事
故
で
は
み
ん
な
口

を
つ
ぐ
ん
で
し
ま
い
、
原
因

究
明
が
進
ま
な
く
な
る
、
と

パ
イ
ロ
ッ
ト
組
合
の
人
か
ら

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
建
設

業
で
同
じ
こ
と
に
な
っ
て

は
、再
発
防
止
が
進
ま
な
い
。

こ
の
痛
ま
し
い
事
故
を
機

に
、
事
故
調
査
の
あ
り
方
も

見
直
し
て
も
ら
い
た
い
。

板橋支部第７０回
定期大会ひらく
板橋支部第７０回
定期大会ひらく

要
求
運
動
を
広
げ
よ
う

ご参加いただいた来賓のみなさん （敬称略）

積
極
的
な
意
見
で
議
論
が
深
ま
る

選出された新役員を代表して決意を
述べる成瀬執行委員長

４～５月は
春の拡大月間

組
合
の
魅
力
伝
え

「
数
は
力
」仲
間
を
増
や
そ
う

オススメ！正しい知識を学ぼう

熱中症予防教育
６・１９夜、板橋支部で開催

第
９７
回
メ
ー
デ
ー

アメリカの
イラン攻撃で

情報を組合へ

石
油
建
材
が
高
騰
・
品
薄
に

対
策
を
求
め
よ
う

東京都豊島区西池袋5－22－15
※板橋〈3963〉5 3 2 5

電話 練馬〈3825〉5 5 2 2
北〈5390〉6 0 2 1
豊島〈3986〉2 4 7 1

発行人 代表者 川合 正人
発行日 1日、9日、17日、25日

東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

発 行 所

定
価
30
円

（
購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

）
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Ｐ
Ａ
Ｌ
総
会

担
い
手
３
法

の
学
習
会
も

税
務
署
へ
要
請

３
・
１３
集
団
申
告

組
合
の
共
済
制
度
に
、

小
・
中
学
校
の
新
入
学
祝

が
あ
り
、
こ
の
4
月
に
入

学
す
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
。
申
請
書
と
添
付
書
類

を
群
会
議
で
提
出
し
て
下

さ
い
。
申
請
書
は
、
各
分

会
の
分
会
セ
ン
タ
ー
や
板

橋
支
部
事
務
所
に
あ
り
ま

す
。高

校
入
学
時
は
、
高
校

に
進
学
し
な
い
子
も
い
る

た
め
、
義
務
教
育
を
修
了

し
た
こ
と
を
お
祝
い
す
る

「
中
学
卒
業
祝
金
」
が
本

部
の
共
済
制
度
で
新
設
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

板
橋
支
部
で
の
高
校
入
学

祝
は
、
中
学
卒
業
祝
に
変

更
し
ま
す
。
こ
の
3
月
に

中
学
を
卒
業
し
た
子
ど
も

か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

２０２６ 年 度 の
新入学・卒業祝
●小学校・中学校の
入学祝
（図書カード5，000円
分）

●中学校の卒業祝
（現金5，000円）

※申請書と、添付書類
（子どもの土建国保証
など）を群会議で提出
して下さい

3
月
29
日
に
板
橋
支
部
会

館
で
第
25
回
イ
キ
イ
キ
会
総

会
が
開
催
さ
れ
、
42
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
つ
学
習
会
は

健
康
教
室
を
行
い
、
体
を
ほ

ぐ
す
、
シ
ニ
ア
の
た
め
の
体

操
と
い
う
こ
と
で
、
全
員
で

体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し
く

学
び
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
長
あ
い
さ

つ
か
ら
始
ま
り
、
昨
年
度
の

経
過
報
告
、
次
年
度
の
活
動

方
針
の
提
案
に
対
し
、
活
発

な
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。
バ

ス
ハ
イ
ク
な
ど
に
つ
い
て
多

く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
後
、

全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
後
は「
花
見
会
」を
行

い
ま
し
た
。
飲
食
・
民
謡
・

カ
ラ
オ
ケ
で
大
盛
り
上
が
り

で
、楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

新
年
度
イ
キ
イ
キ
会
役
員

会
長

伊
藤
和
雄（
仲
宿
）／
副

会
長

生
越
昇（
大
山
）・
尾
城

キ
ヨ
（
志
村
坂
上
）
・
野
村
誠

（
蓮
根
）・
佐
々
木
嘉
彦（
徳
丸
）

・
下
畑
壽
加
衛（
上
赤
成
増
）／

事
務
局
長

高
橋
誠
（
舟
渡
高

島
）

【
女
性
の
会
・
高
瀬
佳
江
・

記
】
3
月
7
日
板
橋
支
部
会

館
に
て
女
性
の
会
総
会
を
50

名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
の
学
習
で
は
、
東

京
土
建
国
保
組
合
の
健
康
増

進
課
の
村
瀬
さ

ん
を
講
師
に

「
健
診
結
果
の

見
方
」
に
つ
い

て
、
ポ
イ
ン
ト

や
生
活
習
慣
の

ア
ド
バ
イ
ス
等

項
目
別
に
分
か

り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
興
味
が
強

か
っ
た
よ
う
で

質
問
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は

25
年
度
の
基
調

報
告
及
び
経
過

報
告
・
決
算
報

告
、
26
年
度
方
針
の
提
案
な

ど
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
女
性
の
会
四
役

会
長

高
瀬
佳
江
（
舟
渡
高
島
）

／
副
会
長

服
部
里
美
（
舟
渡

高
島
）
・
大
平
友
美
（
徳
丸
）
／

事
務
局
長

丸
谷
美
由
紀
（
上

赤
成
増
）
／
会
計

樋
口
美
樹

子
（
舟
渡
高
島
）

労災保険の年度更新を忘れずに

一人親方は3月で終了。事業所は4月27日

までに受付日を設けます。手続きをしないと

特別加入者は労働災害があっても給付が受け

られません。忘れずに手続きしましょう。

労働基準法の改悪反対の署名

4月群会議で協力をお願いします。高市首

相は労働時間の規制緩和の検討を指示しまし

た。建設業では、せっかく成立した担い手3

法をホゴにされ、低賃金・長時間労働やダン

ピングが再燃する危険があります。他産業の

組合と共闘して反対運動を取組みます。

日曜健診

5月24日小豆沢病院

6月21日高島平診療所・下赤塚診療所

6月28日小豆沢病院

（締切は約3週間前。平日はほぼ毎日可）

※小豆沢病院は、じん肺・有機溶剤の特殊健

診も同時受診可（石綿・アーク溶接・ＭＯＣ

Ａは平日のみ）

4月の専門部会

4月20日（月）技術・税金

4月24日（金）賃金・教宣・財政

4月27日（月）労働・社保・厚文・組織

4月28日（火）後継者・住宅デー実行委員会

メーデー準備で支部会館駐車場を使用

4月20日からメーデーのデコレーション制

作で、支部会館の駐車場の半面を使用します。

できるだけ電車・自転車・バイク等でお越し

下さい。

会議のため板橋支部事務所を閉めます

4月16日（木）午後

4月28日（火）一日

5月1日（金）一日

5月15日（金）午後

3
月
7
日
に
板
橋
支
部
会

館
で
青
年
部
総
会
を
開
催
し

4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
は
役
員
ば
か
り
の
総

会
で
し
た
が
、
今
年
は
役
員

で
は
な
い
部
員
も
来
て
く
れ

た
こ
と
で
、
役
員
か
ら
は
、

「
組
合
で
い
ろ
ん
な
経
験
を

聞
け
る
の
が
良
い
」
「
顔
見

知
り
に
な
れ
ば
、
つ
な
が
り

が
で
き
て
、
仕
事
を
一
緒
に

や
れ
た
」
な
ど
の
発
言
に
、

役
員
を
や
っ
て
成
長
し
た
様

子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

活
動
の
総
括
と
、
次
年
度

方
針
で
は
、
メ
ー
デ
ー
制
作

を
今
年
も
後
継
者
対
策
部
と

一
緒
に
行
う
こ
と
や
、
イ
ベ

ン
ト
で
結
集
を
高
め
つ
つ
、

仲
間
を
増
や
す
こ
と
な
ど
を

議
論
し
ま
し
た
。

青
年
部
書
記
長
を
務
め
、

年
齢
で
卒
業
に
な
る
荒
木
千

春
さ
ん
に
、
1
年
限
り
相
談

役
と
し
て
活
動
に
協
力
い
た

だ
く
こ
と
を
確
認
し
、
皆
で

青
年
部
活
動
を
発
展
さ
せ
よ

う
と
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
恒
例
の
焼
肉

交
流
で
、
話
が
さ
ら
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

新
年
度
青
年
部
役
員

部
長

丸
谷
智
輝
（
上
赤
成
増
）

／
副
部
長

丸
谷
裕
樹
（
同
）

3
月
8
日
支
部
会
館
で
Ｐ

Ａ
Ｌ
総
会
と
担
い
手
3
法
学

習
会
を
開
き
13
名
が
参
加
。

参
加
者
か
ら
「
指
値
だ
と

結
局
は
諸
経
費
が
削
ら
れ
て

い
る
」
「
事
業
主
が
担
い
手

3
法
を
勉
強
し
て
ほ
し
い
」

「
労
務
費
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
金
額
が
妥
当
か
ど
う
か
精

査
が
必
要
だ
」
な
ど
感
想
交

流
し
ま
し
た
。
役
員
は
全
員

留
任
し
ま
し
た
。

新
年
度
Ｐ
Ａ
Ｌ
役
員

会
長

遠
藤
真（
志
村
坂
上
）／

副
会
長

坂
本
雄
一
郎
（
蓮
根
）

・
櫻
井
雄
一（
志
村
坂
上
）・
原

功（
新
赤
塚
）／
幹
事
長

野
村

進（
蓮
根
）／
副
幹
事
長

伊
藤

和
雄
（
仲
宿
）

【
税
金
対
策
部
・
書
記
・
佐

藤
大
地
・
記
】
重
税
反
対
板

橋
区
民
総
決
起
集
会
が
、
3

月
13
日
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
に

て
開
か
れ
、東
京
土
建
91
名
、

全
体
11
団
体
2
1
4
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

集
会
の
記
念
講
演
で
は
佐

伯
税
理
士
か
ら
「
Ａ
Ｉ
時
代

の
税
務
行
政
へ
の
対
策
法
」

を
テ
ー
マ
に
学
習
し
、
税
務

署
へ
向
け
て
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。

税
務
署
で
は
、
下
山
副
委

員
長
が
代
表
し
て
要
請
文
を

読
み
上
げ
、
集
団
申
告
を
行

い
、
税
務
署
の
不
当
な
干
渉

を
許
さ
な
い
取
組
み
に
つ
な

げ
ま
し
た
。

イキイキ会総会

集まれば仲間と楽しく集まれば仲間と楽しく
発
言
多
く
、盛
り
上
が
る

健
康
教
室
や
カ
ラ
オ
ケ
・
民
謡
も

イキイキ会総会での健康教室は全員で体を動かしながら楽しく学ぶ

女性の会総会

興
味
強
く
質
問
が

健
診
結
果
の
見
方
の
学
習
で

青年部総会

初
参
加
者
で
一
変

役
員
の
成
長
が
見
え
た

新
入
学
祝
で
共
済
申
請

中
学
卒
業
祝
も
新
設
さ
れ
る

女
性
の
会
総
会
に
集
ま
っ
た
参
加
者 お 知 ら せお 知 ら せ


